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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第34期

第１四半期連結
累計(会計)期間

第35期
第１四半期連結
累計(会計)期間

第34期

会計期間

自　平成20年
　　４月１日
至　平成20年
　　６月30日

自　平成21年
　　４月１日
至　平成21年
　　６月30日

自　平成20年
　　４月１日
至　平成21年
　　３月31日

売上高 (百万円) 8,787 2,676 42,248

経常利益又は経常損失(△) (百万円) 1,284 △2,556 665

四半期(当期)純損失(△) (百万円) △509 △3,326 △15,309

純資産額 (百万円) 21,586 4,657 7,938

総資産額 (百万円) 70,309 28,954 33,908

１株当たり純資産額 (円) 839.80 167.90 336.87

１株当たり四半期(当期)
純損失(△)

(円) △22.22 △171.00 △587.94

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) ─ ─ ―

自己資本比率 (％) 27.4 11.3 19.3

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △3,454 2,238 9,371

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 318 △471 12,095

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 950 △2,303 △25,099

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) 3,661 1,657 2,193

従業員数 (人)          596 　　　　　419           395

(注)　１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、１株当たり四半期(当期)純損失であり、また、潜

在株式が存在しないため記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第１四半期連結会計期間において、当社及び当社の関係会社が営む事業の内容について、重要な変更は

ありません。

また、主要な関係会社の異動は、「３　関係会社の状況」に記載のとおりであります。

　

３ 【関係会社の状況】

当第１四半期連結会計期間において、以下の会社が新たに提出会社の関係会社となりました。

名称 住所
資本金

（百万円）
主要な事業の内容

議決権の
所有割合
(％)

関係内容

（連結子会社） 　 　 　 　 　

㈱ＩＦ　(注) ３ 東京都中央区 10
金融・投資関連
事業

100.0
（100.0）

役員の兼任１名

(注) １．主要な事業の内容欄には、事業の種類別セグメントの名称を記載しております。

２．議決権の所有割合欄の（内書）は間接所有割合であります。

３．平成21年５月８日付で、㈱Ｊファクター（旧㈱Ｊファクター）のクーポンファクタリング事業及び大口ファ

クタリング事業を新設分割し、新設会社を㈱Ｊファクターとし、その後、上記のとおり会社名を変更しており

ます。

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社における状況

平成21年６月30日現在

従業員数(名) 419(298)

(注) １．従業員数は、就業人員（当社グループからグループ外への出向者を除き、グループ外から当社グループへの出

向者を含む。）であります。

２．従業員数の（外書）は、臨時従業員の当第１四半期連結会計期間の平均雇用人員であります。

　

(2) 提出会社の状況

平成21年６月30日現在

従業員数(名) 26

(注)  従業員数は、就業人員（当社から社外への出向者を除き、社外から当社への出向者を含む。）であります。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当第１四半期連結会計期間における生産実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称 生産高(百万円) 前年同四半期比(％)

システム開発関連事業 168 ＋19.0

 合計 168 ＋19.0

(注) １. セグメント間取引については、相殺消去しております。

２. 金額は、製造原価によっております。

３. 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(2) 受注実績

当第１四半期連結会計期間における受注実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称 受注高(百万円)
前年同四半期比

(％)
受注残高(百万円)

前年同四半期比
(％)

システム開発関連事業 ― △100 61 ＋1,441.3

合計 ― △100 61 ＋1,441.3

(注) １. セグメント間取引については、相殺消去しております。

２. 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(3) 販売実績

当第１四半期連結会計期間における販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称 販売高(百万円) 前年同四半期比(％)

不動産関連事業 764 △70.1

金融・投資関連事業 478 △75.2

パソコン関連製品販売事業 966 △13.4

システム開発関連事業 430 △26.2

その他事業 36 △92.7

合計 2,676 △69.5

(注) １. セグメント間取引については、相殺消去しております。

２. 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

２ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の
有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。
なお、現在係争中の訴訟事件等は、「第５　経理の状況　２．その他」に記載のとおりです。
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３ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　

(1) 業績の状況

当第１四半期における日本経済は、一部で株価や生産の回復の兆しがありましたが、個人消費や住宅投
資は雇用・所得環境の悪化により支出を抑える傾向が強まり、国内景気は予断を許さない環境で推移し
ております。
　不動産業界では市況の底からは脱したとの見方もあるものの、需要の回復は認められず、市場は停滞局
面が続きました。また、金融環境においても目立った改善は見られず、依然厳しく推移しています。
当社グループは、このような状況を総合的に捉えた上で変化に対応し、安定した事業運営を行うべく、
特に営業キャッシュフローの獲得を今期の最大の経営課題として掲げ、このキャッシュフローを経営の
軸としたグループ体制の確立及び強化を図ると同時に、経営資源の選択と集中を継続し組織改革を進め
て参りました。
　これにより、金融危機による景気の冷え込みに加え、金融事業において与信の厳格化を推し進めたこと
などにより、売上高、損益面ともに前年同期を大きく下回りましたが、反面、営業キャッシュフローにおい
ては当初の予定通り、大幅なプラスにて推移いたしました。
以上の結果、当第１四半期の売上高は2,676百万円（前年同期比69.5％減）、営業損失2,497百万円（前
年同期は営業利益1,731百万円）、経常損失2,556百万円（前年同期は経常利益1,284百万円）、四半期純
損失3,326百万円（前年同期は四半期純損失509百万円）となりました。
　
　事業の種類別セグメントの業績は、次のとおりです。
　
［不動産関連事業］
㈱ＭＡＧねっと（平成21年７月１日に㈱ＶＥＳＴＡに商号を変更）の賃貸保証事業は、業界最大手と
してのレベルアップを目指し、引き続き営業力の強化を図りましたが、不動産市況低迷の影響を受け、受
託数が伸び悩みました。しかしながら、キャッシュフロー体制の強化に伴い、延滞立替金発生後、回収に至
る迄の期間の大幅短縮等、経営課題について着実に成果を上げました。但し、前年度第２四半期に㈱イー
マックス（現㈱ＳＯＡ）を連結の範囲から除外したこともあり、売上高は前年同期比70.1％減の764百万
円、営業損失は537百万円となりました。
　
［金融・投資関連事業］
㈱ジャスティス債権回収においては、第１四半期は買取債権の新規取得がなく、特に前期末に買取を
行った債権の調査に集中したことにより、売上については低調に推移いたしました。㈱Ｊファクターにお
いては、保有債権に対する与信の厳格運用の影響から約15億円の貸倒関連費用が増加いたしましたが、同
じく与信の厳格運用による早期回収の成果から、更なる財務の健全化が進みました。以上により、売上高
は前年同期比75.2％減の478百万円、営業損失は1,934百万円となりました。
　
［パソコン関連製品販売事業］
㈱Ｔ・ＺＯＮＥストラテジィのＤＩＹ事業部は、他店にない質の向上と仕入努力により顧客満足度を
高め、また変化に機敏に対応しながらローコスト経営の徹底を図りました。しかしながら、一般消費の落
ち込みにより売上高は前年同期比13.4％減の966百万円、営業損失は112百万円となりました。
　
［システム開発関連事業］
㈱Ｔ・ＺＯＮＥストラテジィのストラテジィ事業部は、価格競争に加え景況感の悪化からくる設備投
資の縮小、凍結等で厳しい状況下にありました。売上高は前年同期比26.2％減の430百万円となりました
が、営業利益は相対的に原価率が改善し26.7％増の114百万円となりました。
　
［その他事業］
その他の事業につきましては、経営資源の選択と集中を推し進めた結果、不採算事業からの撤退、事業
規模の縮小により売上高は前年同期比92.7％減の36百万円、営業損失は48百万円となりました。
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(2) 財政状態の分析

総資産は、前連結会計年度末に比べ4,953百万円減少し、28,954百万円となりました。主に現金及び預金が
535百万円、商業手形が350百万円、受取手形及び売掛金が1,336百万円、立替金が464百万円それぞれ減少し
たことによるものです。
負債は1,673百万円減少し、24,297百万円となりました。主に社債の償還2,000百万円によるものです。
純資産は3,280百万円減少し、4,657百万円となりました。主に四半期純損失3,326百万円の計上によるも
のです。

　

　

(3) キャッシュ・フローの状況

当第１四半期末の現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）の残高は、前連結会計年度末に比べ535
百万円減少し、1,657百万円となりました。
　
（営業活動によるキャッシュ・フロー）
営業活動によって得られた資金は、2,238百万円（前第１四半期連結会計期間は3,454百万円の減少）と
なりました。これは主に、税金等調整前四半期純損失2,717百万円を計上した一方で、貸倒引当金の増加額
2,017百万円のほか、売上債権や買取債権等の運転資本が収入となったこと等によるものです。
（投資活動によるキャッシュ・フロー）
投資活動によって使用された資金は、471百万円（前第１四半期連結会計期間は318百万円の増加）とな
りました。これは主に、貸付による支出195百万円、敷金・保証金の差入195百万円によるものです。
（財務活動によるキャッシュ・フロー）
財務活動によって使用された資金は、2,303百万円（前第１四半期連結会計期間は950百万円の増加）と
なりました。これは主に、社債の償還2,000百万円によるものです。

　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありませ
ん。
　

(5) 研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第１四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第１四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 100,000,000

計 100,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成21年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成21年８月11日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 19,455,33919,455,339
ジャスダック
証券取引所

単元株式数は
100株であります。

計 19,455,33919,455,339 ― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

 該当事項はありません。

　

(3) 【ライツプランの内容】

 該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成21年６月30日 ― 19,455 ― 7,609 ― ―

　

(5) 【大株主の状況】

 大量保有報告書の写しの送付がなく、当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握しており

ません。
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(6) 【議決権の状況】

 当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日（平成21年３月31日）に基づく株主名簿による記

載をしております。

① 【発行済株式】

平成21年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 　　　　　　　　　　― 　　　　　　　　　― ―

議決権制限株式(自己株式等) 　　　　　　　　　　― 　　　　　　　― ―

議決権制限株式(その他) 　　　　　　　　　　―                 ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
 (自己保有株式)
 普通株式　　　　 　100

              ― ―

完全議決権株式(その他)  普通株式　　19,425,000 194,250 ―

単元未満株式  普通株式 　　   30,239               ― ―

発行済株式総数 　           19,455,339               ― ―

総株主の議決権 　　　　　　　　　― 194,250 ―

(注)　「完全議決権株式(その他)」の株式数の欄には、証券保管振替機構名義の株式が800株含まれております。また、

「議決権の数」欄に、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数８個が含まれております。

　

② 【自己株式等】

平成21年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
㈱ＭＡＧねっとホールディ
ングス

東京都中央区日本橋室町
３丁目２番15号

100 ― 100 0.00

計 ― 100 ― 100 0.00

(注)　当社は、平成21年６月24日をもって東京都港区南青山二丁目２番８号に住所変更しております。

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成21年
　４月 　５月 　６月

最高(円) 439 300 347

最低(円) 280 235 153

(注)　株価は、ジャスダック証券取引所におけるものです。
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３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動は、次のとおりでありま

す。

(1) 退任役員

役名 職名 氏名 退任年月日

取締役 業務部長 中嶋　敏貴 平成21年８月１日

　

(2) 役職の異動

新役名及び職名 旧役名及び職名 氏名 異動年月日

取締役 取締役経理部長 吉田　智大 平成21年８月１日
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第５ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

　なお、前第１四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成20年６月30日まで)は、改正前の四半期連結

財務諸表規則に基づき、当第１四半期連結会計期間(平成21年４月１日から平成21年６月30日まで)及び当

第１四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成21年６月30日まで)は、改正後の四半期連結財務諸表

規則に基づいて作成しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第１四半期連結累計期間(平成20年４月１

日から平成20年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表について、また、当第１四半期連結会計期間(平成

21年４月１日から平成21年６月30日まで)及び当第１四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成21年

６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表について、明誠監査法人による四半期レビューを受けておりま

す。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,657 2,193

商業手形 202 553

受取手形及び売掛金 1,669 3,006

営業貸付金 11,365 11,506

立替金 2,611 3,075

買取債権 8,224 8,528

商品及び製品 171 185

仕掛品 14 17

原材料及び貯蔵品 2 3

その他 2,095 2,258

貸倒引当金 △4,863 △2,882

流動資産合計 23,153 28,445

固定資産

有形固定資産 ※1
 1,207

※1
 346

無形固定資産

のれん 221 230

その他 665 609

無形固定資産合計 887 839

投資その他の資産

破産更生債権等 6,477 6,455

その他 ※3, ※4
 1,757

※3
 2,350

貸倒引当金 △4,528 △4,528

投資その他の資産合計 3,707 4,276

固定資産合計 5,801 5,463

資産合計 28,954 33,908

負債の部

流動負債

買掛金 324 522

短期借入金 1,849 1,637

1年内償還予定の社債 4,000 －

未払金 617 1,057

未払法人税等 97 315

債務保証損失引当金 6,489 6,495

訴訟損失引当金 2,436 2,436

その他 3,767 2,677

流動負債合計 19,583 15,143

固定負債

社債 4,250 10,250

長期借入金 351 447

その他 112 129

固定負債合計 4,714 10,827

負債合計 24,297 25,970
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（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 7,609 7,609

利益剰余金 △4,305 △1,015

自己株式 △0 △0

株主資本合計 3,303 6,593

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 7 △7

繰延ヘッジ損益 △13 △3

為替換算調整勘定 △31 △29

評価・換算差額等合計 △36 △39

少数株主持分 1,391 1,384

純資産合計 4,657 7,938

負債純資産合計 28,954 33,908
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年６月30日)

売上高 8,787 2,676

売上原価 4,902 1,446

売上総利益 3,884 1,230

販売費及び一般管理費 ※1
 2,152

※1
 3,727

営業利益又は営業損失（△） 1,731 △2,497

営業外収益

受取利息 30 10

受取配当金 0 －

雑収入 89 22

営業外収益合計 120 32

営業外費用

支払利息 266 29

支払手数料 57 2

持分法による投資損失 131 46

為替差損 37 －

雑損失 74 12

営業外費用合計 568 90

経常利益又は経常損失（△） 1,284 △2,556

特別利益

投資有価証券売却益 6 0

匿名組合投資利益 3 －

貸倒引当金戻入額 12 0

債務保証損失引当金戻入額 314 78

その他 13 3

特別利益合計 350 82

特別損失

減損損失 － 230

投資有価証券売却損 － 11

その他 － 1

特別損失合計 － 244

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

1,634 △2,717

法人税、住民税及び事業税 438 26

過年度法人税等 1,373 －

法人税等調整額 314 576

法人税等合計 2,126 602

少数株主利益 16 6

四半期純損失（△） △509 △3,326
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

1,634 △2,717

減価償却費 150 121

減損損失 － 230

のれん償却額 39 5

受取利息及び受取配当金 △30 △10

支払利息 266 29

持分法による投資損益（△は益） 131 46

投資有価証券売却損益（△は益） △6 11

貸倒引当金の増減額（△は減少） 0 2,017

返品調整引当金の増減額（△は減少） △19 －

製品保証引当金の増減額（△は減少） △1 －

債務保証損失引当金の増減額（△は減少） △314 △6

営業貸付金の増減額（△は増加） △1,630 140

売上債権の増減額（△は増加） △133 1,313

買取債権の増減額（△は増加） △433 303

商業手形の増減額（△は増加） 88 350

たな卸資産の増減額（△は増加） 459 17

預け金の増減額（△は増加） △467 31

未収入金の増減額（△は増加） △201 △6

立替金の増減額（△は増加） △286 464

前渡金の増減額（△は増加） △186 0

仕入債務の増減額（△は減少） 39 △197

その他 △110 411

小計 △1,011 2,558

利息及び配当金の受取額 115 36

利息の支払額 △214 △82

法人税等の支払額 △2,344 △275

営業活動によるキャッシュ・フロー △3,454 2,238

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △60 －

定期預金の払戻による収入 60 －

有形固定資産の取得による支出 △31 △8

無形固定資産の取得による支出 △420 △83

投資有価証券の取得による支出 △973 －

投資有価証券の売却及び償還による収入 3,317 80

関係会社株式の取得による支出 － △98

貸付けによる支出 △1,570 △195

貸付金の回収による収入 0 －

敷金及び保証金の差入による支出 △10 △195

敷金及び保証金の回収による収入 11 29

その他 △3 △0

投資活動によるキャッシュ・フロー 318 △471
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（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年６月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 12,041 528

短期借入金の返済による支出 △12,876 △729

長期借入れによる収入 3,766 －

長期借入金の返済による支出 △6,981 △95

社債の発行による収入 5,000 －

社債の償還による支出 － △2,000

その他 0 △6

財務活動によるキャッシュ・フロー 950 △2,303

現金及び現金同等物に係る換算差額 △12 －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △2,197 △537

現金及び現金同等物の期首残高 5,859 2,193

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 － 2

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 3,661

※1
 1,657
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　

　
当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日)

１．連結の範囲に

関する事項の

変更

(1) 連結の範囲の変更

当第１四半期連結会計期間において、連結子会社㈱Ｊファクターの新設分割により子会社

となった、新設会社の㈱Ｊファクター（その後、社名を㈱ＩＦに変更しております。）を連結

の範囲に含めております。

　なお、分割会社㈱Ｊファクターは、㈱ＩＦを当社の連結子会社㈱T・ZONEストラテジィの

100％子会社である㈱アセットマネージメントに譲渡いたしました。これに伴い、当第１四半

期連結会計期間より、前連結会計年度では非連結子会社であった㈱アセットマネージメント

を連結の範囲に含めております。

(2) 変更後の連結子会社の数

11社

 

　

【表示方法の変更】

　
当第１四半期連結会計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日)

  (四半期連結貸借対照表関係)

　前第１四半期連結会計期間において、流動資産の「その他」に含めていた「立替金」は、重要性が増したため、当第

１四半期連結会計期間より区分掲記することとしております。なお、前第１四半期連結会計期間の流動資産の「その

他」に含まれる「立替金」は1,645百万円であります。

　

　

【簡便な会計処理】

　

　
当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日)

１．一般債権の貸

倒見積高の算

定方法

当第１四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著し

い変化がないと認められるため、前連結会計年度末において算定した貸倒実績率等を使用し

て一般債権の貸倒見積高を算定する方法によっております。

２．棚卸資産の評

価方法

棚卸資産の簿価切下げに関して、一部子会社では収益性の低下が明らかなものについての

み正味売却価額を見積り、簿価切下げを実施する方法によっております。

３．連結会社相互

間の債権債務

及び取引の相

殺消去

連結会社相互間の債権債務の相殺消去

当該債権の額と債務の額に差異が見られる場合には、合理的な範囲内で当該差異の調整を

行わないで債権と債務を相殺消去しております。

 

連結会社相互間の取引の相殺消去

取引金額に差異がある場合で当該差異の重要性が乏しいときには、親会社の金額に合わせ

る方法により相殺消去しております。

４．未実現損益の

消去

四半期連結会計期間末在庫高に占める当該棚卸資産の金額及び当該取引に係る損益率を

合理的に見積って計算しております。

　

【四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理】

該当事項はありません。

　

EDINET提出書類

株式会社ＭＡＧねっとホールディングス(E02687)

四半期報告書

17/27



【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第１四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日)

前連結会計年度末
(平成21年３月31日)

※１　有形固定資産の減価償却累計額 175百万円

　

※１　有形固定資産の減価償却累計額 148百万円

　
　２　偶発債務
(1)保証債務

賃貸保証事業の家賃保証極度額 12,049百万円
　 　

      連結子会社以外の会社の借入金等に対して、次の
　　とおり債務保証を行っております。

(株)ＡＡＡ 760百万円
(株)ＳＦＣＧ 19,490百万円
マルマン(株) 697百万円
(合)白虎 940百万円
(株)カーチスコールセンター 　　70百万円
　　　　計 21,957百万円
 

 
 
(2) 上記㈱ＳＦＣＧの債務保証については、平成21年
３月６日、日本振興銀行㈱より、同社が平成21年１月
に㈱ＳＦＣＧとの間で、㈱ＳＦＣＧが保有する貸付
債権合計17,990百万円を日本振興銀行㈱に譲渡する
債権譲渡契約を締結し、当該譲渡債権の債務者が日
本振興銀行㈱に対して負う債務について連帯保証を
行う内容の保証契約を当社グループ（当社及び当社
子会社である㈱Ｊファクター、㈱ジャスティス債権
回収）が締結したとして、当社グループの保証債務
が存在することの確認を求めて訴訟を提起されてお
ります。
  当社は、当該保証契約には法的な問題事由がある
ため当該保証契約は無効であると考えております。
  なお、本保証債務について、前連結会計年度におい
て今後発生する可能性のある損失の見積額を債務保
証損失引当金として6,299百万円計上しております
が、当該引当金は本保証債務の存在を容認したもの
ではなく、保守的観点から計上したものです。

 

　２　偶発債務
(1)保証債務

賃貸保証事業の家賃保証極度額 11,026百万円
ファクタリング事業の債務保証
残高 1,178百万円
　 　

      連結子会社以外の会社の借入金等に対して、次の
　　とおり債務保証を行っております。

(株)ＡＡＡ 760百万円
(株)ＳＦＣＧ 19,490百万円
(株)アセットマネージメント 536百万円
マルマン(株) 930百万円
(合)白虎 1,000百万円
　　　　計 22,716百万円
 

(2) 上記㈱ＳＦＣＧの債務保証については、平成21年
３月６日、日本振興銀行㈱より、同社が平成21年１月
に㈱ＳＦＣＧとの間で、㈱ＳＦＣＧが保有する貸付
債権合計17,990百万円を日本振興銀行㈱に譲渡する
債権譲渡契約を締結し、当該譲渡債権の債務者が日
本振興銀行㈱に対して負う債務について連帯保証を
行う内容の保証契約を当社グループ（当社及び当社
子会社である㈱Ｊファクター、㈱ジャスティス債権
回収）が締結したとして、当社グループの保証債務
が存在することの確認を求めて訴訟を提起されてお
ります。
  当社は、当該保証契約には法的な問題事由がある
ため当該保証契約は無効であると考えております。
  なお、本保証債務について、当連結会計年度におい
て今後発生する可能性のある損失の見積額を債務保
証損失引当金として6,299百万円計上しております
が、当該引当金は本保証債務の存在を容認したもの
ではなく、保守的観点から計上したものです。

※３　担保資産
　　　担保に供されている資産について、事業の運営にお
いて重要なものであり、かつ、前連結会計年度の末
日に比べて著しい変動が認められるもの

　　　投資有価証券　　　　　　　　　　 　205百万円
 

※３　担保資産
 

 

 

　　　投資有価証券　　　　　　　　　　 　99百万円

※４　　投資その他の資産「その他」のうち67百万円は、
日本振興銀行㈱からの債権仮差押命令申立てによ
り、仮差押が執行された銀行預金であります。
 

─────────
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(四半期連結損益計算書関係)

　
前第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日)

 

※１　販売費及び一般管理費の主なもの
　　　給与手当　　　　　　　　　　　　681百万円
　　　販売促進費　　　　　　　　　　　209百万円
　　　支払手数料　　　　　　　　　　　275百万円
　　　貸倒引当金繰入額                 12百万円
 

 

※１　販売費及び一般管理費の主なもの
　　　給与手当　　　　　　　　　　　　583百万円
　　　販売促進費　　　　　　　　　　　 72百万円
　　　支払手数料　　　　　　　　　　　330百万円
　　　貸倒引当金繰入額              2,020百万円
　 　 債務保証損失引当金繰入額      　 72百万円
 

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　
前第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日)

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 4,271百万円

預入期間が３か月超の定期預金 △　 610　〃

現金及び現金同等物 3,661百万円
 

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 1,657百万円

現金及び現金同等物 1,657百万円
 

　

(株主資本等関係)

当第１四半期連結会計期間末（平成21年６月30日）及び当第１四半期連結累計期間（自　平成21年４月１

日　至　平成21年６月30日）

１　発行済株式の種類及び総数

普通株式 19,455,339株

　

２　自己株式の種類及び株式数

普通株式 346株

　

３　新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

　

４　配当に関する事項

　　　該当事項はありません。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

　

　
不動産　　関
連　　　事業
(百万円)

金融・投資　
関連　　　　事
業

(百万円)

パソコン関
連製品
販売事業
(百万円)

システム開
発関連
事業
(百万円)

スポーツ
用品等製造
販売事業
(百万円)

　　　　　その
他　　　　事業
　　　

(百万円)

　　　　　計
　　　　　　(百
万円)

　　　　　消去
又は　　　全
社

(百万円)

　　　　　　　　　　
連結

　　　　(百万
円)

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　 　

(1)外部顧客に対する
  売上高

2,5571,9331,116 583 2,102 493 8,787 ― 8,787

(2)セグメント間の内
  部売上高又は振替高

1 1,065 2 166 0 82 1,318(1,318)―

計 2,5582,9981,118 750 2,102 57610,105(1,318)8,787

営業利益 218 2,171 2 90 198 7 2,690(958)1,731

(注)１. 事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。

    ２. 各区分の主な製品及び事業内容

　　 (1)不動産関連事業・・・・・・・・不動産売買・不動産賃貸仲介・賃貸保証・不動産鑑定

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　評価事業、不動産の物件管理・賃貸管理

　　 (2)金融・投資関連事業・・・・・・投資事業、債権回収・企業再生事業、卸金融・商業手形

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　再割引事業

  　 (3)パソコン関連製品販売事業・・・パソコン本体・周辺機器・パーツ等の販売事業

　　 (4)システム開発関連事業・・・・・システム・ネットワークの開発・アウトソーシング事業

　　 (5)スポーツ用品等製造販売事業・・ゴルフ用品販売事業、ヘルスケア用品販売事業

　　 (6)その他事業・・・・・・・・・・販売促進を電話にて行うコールセンター事業、株式公開

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　準備を含む企業経営コンサルタント事業、情報提供サー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ビス事業、催事等の請負事業
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当第１四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日)

　

　

不動産　　関
連
事業
(百万円)

金融・投資
　関連
事業
(百万円)

パソコン
関連製品
販売事業
(百万円)

システム
開発関連
事業
(百万円)

その他　　　　
事業　　　
(百万円)

計
　　　　　(百万
円)

　　　　　
消去又は　　
　全社
(百万円)

　　　　　　　　　　
連結
　　　　
(百万円)

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　

(1)外部顧客に対する
  売上高

764 478 966 430 36 2,676 ― 2,676

(2)セグメント間の内部
　売上高又は振替高

13 14 1 46 0 75 (75) ―

計 777 493 968 476 36 2,752 (75) 2,676

営業利益
又は営業損失(△)

△537 △1,934△112 114 △48 △2,518 20 △2,497

(注)１. 事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。

    ２. 各区分の主な製品及び事業内容

　　 (1)不動産関連事業・・・・・・・・不動産売買・不動産賃貸仲介・賃貸保証・不動産鑑定

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　評価事業、不動産の物件管理・賃貸管理

　　 (2)金融・投資関連事業・・・・・・投資事業、債権回収・企業再生事業、卸金融・商業手形

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　再割引事業

　　 (3)パソコン関連製品販売事業・・・パソコン本体・周辺機器・パーツ等の販売事業

　　 (4)システム開発関連事業・・・・・システム・ネットワークの開発・アウトソーシング事業

　　 (5)その他事業・・・・・・・・・・株式公開準備を含む企業経営コンサルタント事業、情報

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　提供サービス事業、催事等の請負事業、集金代行事業

   

　

【所在地別セグメント情報】

　前第１四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

　全セグメントの売上高の合計に占める日本の割合が、90％を越えるため、所在地別セグメント情報の記

載を省略しております。

　

　当第１四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日)

　全セグメントの売上高の合計に占める日本の割合が、90％を越えるため、所在地別セグメント情報の記

載を省略しております。

　

【海外売上高】

　前第１四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

　海外売上高が連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。

　

　当第１四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日)

　海外売上高がないため、該当事項はありません。
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(企業結合等関係)

当第１四半期連結会計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日)

(共通支配下の取引等)

１. 対象となった事業の名称及びその事業の内容、企業結合の法的形式、結合後企業の名称並びに取引の目的

を含む取引の概要

(1) 対象となった事業の名称及びその事業の内容

事業の名称：当社の連結子会社である㈱Ｊファクターのクーポンファクタリング事業及び大口ファク

タリング事業

事業の内容：宿泊券、観光券等のクーポン代金の精算代行業務及び一般企業向け売掛金ファクタリン

グ

(2) 企業結合の法的形式

㈱Ｊファクター（当社の連結子会社）を分割会社、新設会社を承継会社とする分社型新設分割

(3) 結合後企業の名称

㈱Ｊファクター（新設会社。その後「㈱ＩＦ」に商号変更。）

(4) 取引の目的を含む取引の概要

当社の完全子会社である㈱Ｊファクターは平成21年５月８日に、同社のクーポンファクタリング事業

及び大口ファクタリング事業を会社分割し、新たに設立した㈱Ｊファクター（現・㈱ＩＦ）に承継させ

ることとしました。本会社分割は、クーポンファクタリング事業及び大口ファクタリング事業を分社化す

ることにより、当社グループの機動的な事業運営体制の構築と、収益力の一層の強化を目指したもので

す。

　

２. 実施した会計処理の概要

「企業結合に係る会計基準」（企業会計審議会　平成15年10月31日公表分）及び「企業結合会計基準

及び事業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号　平成19年11月15日公表

分）に基づき、共通支配下の取引として処理しております。
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(１株当たり情報)

１. １株当たり純資産額

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日)

前連結会計年度末
(平成21年３月31日)

　 　

１株当たり純資産額 167.90円
　

　 　

１株当たり純資産額 336.87円
　

 (注) １株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
当第１四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日)

前連結会計年度末
(平成21年３月31日)

純資産の部の合計額(百万円) 4,657 7,938

純資産の部の合計額から控除する金額
(百万円)

1,391 1,384

（うち少数株主持分） (1,391) (1,384)

普通株式に係る四半期連結会計期間末（連結会計
年度末）の純資産額(百万円)

3,266 6,553

１株当たり純資産額の算定に用いられた四半期連
結会計期間末（連結会計年度末）の普通株式の数
(千株)

19,454 19,455

　

２. １株当たり四半期純損失金額

前第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日)

　 　

１株当たり四半期純損失金額 22.22円
　

　 　

１株当たり四半期純損失金額 171.00円
　

（注）１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が

存在していないため、記載しておりません。

　　　２．１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は以下のとおりであります。

項目
前第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日)

四半期純損失(百万円) 509 3,326

普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ─

普通株式に係る四半期純損失(百万円) 509 3,326

普通株式の期中平均株式数(千株) 22,907 19,455

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

(訴訟)
1.　「第５　経理の状況　１．四半期連結財務諸表　注記事項（四半期連結貸借対照表関係）」に記載のと
おり、当社及び子会社２社は、日本振興銀行株式会社より、株式会社ＳＦＣＧ（以下、「ＳＦＣＧ」とい
います。）が同社に譲渡した貸付債権について、当社グループが連帯保証を行う内容の保証契約を締結
したとして、保証債務存在確認請求訴訟を提起されております。
　また、これを要因として、当社は平成21年５月21日に一部の銀行預金の仮差押を受け、同様に当社子会
社２社も一部の銀行預金等の仮差押を受けております。
　当社としては、当該保証契約には法的な問題事由があるため当該保証契約は無効であると考えており、
その旨を裁判手続きにおいて主張しております。
　
2.　当社は平成21年２月26日に、佐藤食品工業株式会社より、ＳＦＣＧが発行したＣＰについて同社が民
事再生手続開始を申立てたことを期限の利益喪失要因として、保証債務請求訴訟（ＣＰの額面15億円）
を提起されており、併せて、連結子会社である株式会社Ｊファクターが佐藤食品工業株式会社に発行し
ている社債について繰上償還権が行使されております。これについては、上記日本振興銀行株式会社の
請求訴訟と問題点が重複しており、併せて解決すべきであると考えておりますが、当該訴訟としても単
独で継続中です。
　
3.　当社は平成21年４月28日に、ＳＦＣＧの破産管財人より、①当社に係るＳＦＣＧに対する担保権実行
の否認（当該担保権実行により取得した当社株式13,682,483株の時価相当額約4,309百万円とその利息
の支払い）、②当社及び㈱ジャスティス債権回収、㈱Ｊファクターに係るＳＦＣＧに対する担保権実行
の否認（当該担保権実行により取得した一般貸付債権の３割の約25,975百万円とその利息の支払い、な
らびに同様に取得した子会社株式等その他の資産がＳＦＣＧに帰属することの確認）の申立てを東京
地方裁判所に提起されました。
　上記①の申立てについて、東京地方裁判所は否認請求申立事件であることから、平成21年５月19日付で
原告の請求の一部を認容し、当社に対して3,967百万円とその利息の支払いを求める決定、②の申立てに
ついても同じく25,975百万円とその利息の支払いを求める、ならびに子会社株式等その他の資産がＳＦ
ＣＧに帰属することを確認する決定を下しておりますが、当社は当該２件の担保実行について問題はな
いものと考えており、同年６月17日に異議申立てを行いました。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
　

平成20年８月11日

株式会社ＭＡＧねっと

 (旧会社名　株式会社Ｔ・ＺＯＮＥホールディングス)

取締役会　御中

　

　明誠監査法人
　

指定社員
業務執行社員

　 　公認会計士　　西 谷 富 士 夫　　印

　

指定社員
業務執行社員

　 　公認会計士　　市   原     豊　　印　　　
　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社ＭＡＧねっと(旧会社名　株式会社Ｔ・ＺＯＮＥホールディングス)の平成20年４月１日から平成21年３

月31日までの連結会計年度の第１四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成20年６月30日まで)に係る

四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・

フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査

法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ＭＡＧねっと(旧会社名　株式会社Ｔ

・ＺＯＮＥホールディングス)及び連結子会社の平成20年６月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了

する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせ

る事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

追記情報

重要な後発事象に関する注記に記載の通り、会社は平成20年７月９日開催の取締役会において、平成20年７

月30日を期日として会社の大株主である株式会社ケン・エンタープライズの100％子会社である株式会社

バックオフィスサービスを簡易株式交換により完全子会社化することを決議している。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　
 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
　

平成21年８月10日

株式会社ＭＡＧねっとホールディングス

取締役会　御中

　

　明誠監査法人
　

指定社員
業務執行社員

　 　公認会計士　　西 谷 富 士 夫　　印

　

指定社員
業務執行社員

　 　公認会計士　　市   原     豊　　印　　　
　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社ＭＡＧねっとホールディングスの平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第１四

半期連結会計期間(平成21年４月１日から平成21年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成21年４

月１日から平成21年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結

損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財

務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を

表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ＭＡＧねっとホールディングス及び

連結子会社の平成21年６月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営

成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において

認められなかった。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　
 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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